































ジタルスイッチで設定すること 図 1 大型タイムキーパー装置の外観図
-59 ー
により、①の時間で短く 1 回，②の時間で短く 2 回，③の時間では長く 1 回の報知
鈴が自動的に発生する。
(2) セッション記号は、今回 A，B， C，I，尺0， 1，2， 3，blank の 10 種類を順次選択できるデコー
ダ回路を新たに設計し付加した。他の文字種にも設計変更は可能である。
(3) 講演番号は 199 までが表示可能で、この番号が 1 桁の場合は左桁シフト回路によ
り中央の桁表示となり、セッション記号との文字バランスを図っている。電光表示
の文字は高輝度青色 LED で製作してみた。
(4) 時間は 99 分 59 秒まで表示可能で、発表時間はカウントダウン(残余時間)表示とし
スピーチタイマー機能にこだわった。一方、質疑応答時間はカウントアップ(経過















































その後時計用カウンタが 0 になると発表時間終了であることから、終了鈴として短く 2 回
の報知音を発生する。また、 LED も赤色に変化する。この後は、質疑応答時間でカウン
トアップ機能に切り替り経過時間表示をする。そして、所定の質疑応答時間に達すると比









セッション記号表示は、今回前記の 10 種類の文字を設定した。このうち、 o(Oral) , 
1 (Invi ted) , P (Poster) は、それぞれ口頭発表、招待講演、ポスター発表のプレゼンテ
ーションを表記するためのものである。その他A ， B ， C ， 1 , 2 , 3の文字は発表会場の分
類などに利用できるものと思われる。しかし、セッション記号が不要な研究発表会もある
ことから blank(空白)も設けである。このときは図 1 に表記されているー (hyphen) も表示
しないようになっている。
講演番号表示器は、 0""199 までの数字を表示するようにした。講演番号が 1 桁のとき
はセッション記号との文字ノ〈ランスを考慮して中央の桁へシフトする回路を付加しである。
例えば、 P- 3 は P-3 と表示することになる。
時間表示器は、 99 分 00 秒までの発表時間を設定することが可能である。前記の機能と
特徴の項でも述べたが、発表時間中はスピーチタイマーとしてのカウントダウン表示で、




電源は、商用電源、による DC12V のスイッチングレギュレータを使用し、 IC への電源は 5V
で供給している。最大消費電力は、講演番号が 88 表示で時間が樫色で 88:08 表示の時に













本装置は、ユニバーサル基板上に LED や IC などの個別部品を実装し製作している
ため配線には相当な時間を要した。また完成品においては製作部品や材料費に約 5 万円
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